
第 67 号 2006年３月１日　(1)

役
職
名 

氏
　
名 

（
選
出
団
体
） 

南
部
労
福
協
・
２
０
０
６
年
度
役
員 

（（
社
）宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
） 

（（
社
）宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
） 

（
福
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
） 

（
佐
賀
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
） 

（
長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
） 

（
熊
本
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
） 

（
大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
） 

（
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
） 

（（
財
）沖
縄
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
） 

（
九
州
労
働
金
庫
） 

（
全
労
済
西
日
本
事
業
本
部
） 

（
九
州
労
働
金
庫
） 

（
全
労
済
宮
崎
県
本
部
） 

　大分県・大分県労福協・大
分県労政協会が主催する『第
49回労美展』は、「あなたの
感性 みんなの感動 労美展」
をキャッチフレーズに、以下
の要領で開催されます。大分
県内に働く仲間の労作です、
是非お立ち寄り下さい。 

日  時 

3月1日（水）～　 
　　3月5日（日） 

場  所 

大分県立芸術会館 
（大分市牧緑町） 

部  門 

絵画、書道、写真 
彫刻・工芸 

デザイン・イラスト 

　
九
州
８
県
（
沖
縄
を
含
む
）
の

各
県
労
福
協
、
九
州
労
働
金
庫
・

全
労
済
西
日
本
事
業
本
部
を
は
じ

め
と
し
た
労
働
福
祉
各
事
業
団
体

で
構
成
す
る
『
労
福
協
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
』
の
通
常
総
会
は
、
毎

年
九
州
圏
内
の
各
県
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は

大
分
県
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
大
分
県
で
の
南
部
労
福
協
・
２

０
０
６
年
度
通
常
総
会
は
、
２
月

９
日（
木
）、
九
州
労
金
大
分
支
店

で
、
各
県
か
ら
の
代
議
員
と
来
賓

あ
わ
せ
て
48
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
、
大
分
県
労
福
協
か
ら
は
、

嶋
　
会
長
を
は
じ
め
、
県
労
福
協

四
役
と
各
地
区
労
福
協
の
代
表
者

合
わ
せ
て
14
名
が
総
会
代
議
員
と

し
て
出
席
し
、
討
議
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。 

　
総
会
は
、
ま
ず
大
分
県
労
福
協

の
嶋
　
龍
生
会
長
の
地
元
を
代
表

し
て
の
開
会
挨
拶
、
そ
し
て
議
長

に
は
九
州
労
金
大
分
県
本
部
の
門

口
幸
博
副
本
部
長
を
選
出
し
、
南

部
労
福
協
・
中
武
秀
行
会
長
と
中

央
労
福
協
・

笹
森
清
会
長

の
挨
拶
で
は

じ
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
来

賓
と
し
て
は
、

大
分
県
知
事

の
広
瀬
勝
貞

氏
（
代
理
出

席
・
商
工
労

働
部
…
首
藤

文
明
審
議
官
）、

連
合
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
代
表

幹
事
・
山
口

正
三
氏
、
日

本
高
退
連
九

州
ブ
ロ
ッ
ク

を
代
表
し
て

遠
藤
亨
大
分
県
高
退
連
会
長
か
ら

の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

　
主
要
な
課
題
で
あ
る
南
ブ
ロ
協

議
会
の
２
０
０
６
年
度
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
中
小
Ｓ
Ｃ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
子
育
て
支
援

を
は
じ
め
と
す
る
重
点
対
策
課
題

の
実
践
活
動
、
社
会
保
障
制
度
の

改
善
や
勤
労
者
福
祉
の
向
上
な
ど

の
政
策
制
度
の
要
求
実
現
、
組
織

運
営
の
強
化
や
研
修
活
動
の
充
実

に
向
け
た
諸
活
動
な
ど
の
継
続
的

な
取
り
組
み
の
充
実
と
合
わ
せ
、

本
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
課
題

「
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
し
て
ワ
ン
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
（
総
合
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
体
制
）
の
実
現
に
向
け
て
、

中
央
労
福
協
と
連
携
し
た
情
報
提

供
・
意
見
交
換
に
努
め
る
と
す
る

「
活
動
方
針
」
を
確
認
・
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
06
年
度

役
員
に
つ
い
て
は
、
２
年
任
期
の

中
間
年
度
に
あ
た
り
、
現
行
体
制

が
継
続
さ
れ
ま
す
。 



第 67 号 2006年３月１日　(2)

  

★
大
分
地
区
労
福
協 

　
第
１
回
定
期
総
会（
結
成
総
会
） 

　
05
年
11
月
25
日（
金
）19
時
か
ら

労
働
福
祉
会
館
「
全
労
済
ソ
レ
イ

ユ
」
に
お
い
て
、
大
分
地
区
労
福

協
・
第
１
回
定
期
総
会
（
結
成
総

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
段

で
大
分
東
西
の
各
地
区
労
福
協
の

解
散
総
会
が
開
か
れ
、
結
成
総
会

で
は
、
新
し
い
規
約
の
決
定
と
と

も
に
、
新
年
度
の
活
動
方
針
・
予

算
案
・
役
員
が
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

①  

ア
シ
ス
ト
　 

②  

３ 

＝
敬
称
略
＝ 

郷
司
　
典
子（
武
蔵
町
） 

田
部
由
美
絵（
大
分
市
） 

石
田
　
栄
二（
津
久
見
市
） 

小
島
　
典
子（
日
田
市
） 

高
倉
　
敬
子（
大
分
市
） 

阿
部
康
史
朗（
別
府
市
） 

岩
永
　
明
子（
別
府
市
） 

倉
富
美
千
代（
日
田
市
） 

安
倍
　
大
裕（
大
分
市
） 

渡
辺
　
晶
子（
日
出
町
） 

機
関
紙
66
号
の
第
23
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

役
職
名 

氏
　
名 

（
選
出
団
体
） 

大
分
地
区
労
福
協
・
２
０
０
５
年
度
役
員 

大
分
地
域
協
議
会
議
長 

事
業
団
体
選
出 

大
分
地
区
協
議
会
選
出（
由
布
市
） 

大
分
地
域
協
議
会
事
務
局
長 

大
分
地
域
協
議
会
選
出 

大
分
地
域
協
議
会
選
出 

★
佐
伯
地
区
労
福
協 

第
30
回
定
期
総
会 

　
佐
伯
地
区
労
福
協
の
第
30
回
定

期
総
会
は
、
05
年
11
月
30
日（
水
）

19
時
か
ら
佐
伯
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
和
楽
」
で
開
催
さ
れ
、
前

年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
・
監
査

報
告
の
確
認
と
と
も
に
、
新
年
度

の
活
動
方
針
・
予
算
案
・
役
員
体

制
が
全
会
一
致
で
確
認
・
決
定
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

役
職
名 

氏
　
名 

（
選
出
団
体
） 

佐
伯
地
区
労
福
協
・
２
０
０
５
年
度
役
員 

連
合
佐
伯
地
協
議
長 

佐
伯
地
区
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
委
員
長 

九
州
労
働
金
庫
地
区
運
営
委
員
長 

連
合
佐
伯
地
協
事
務
局
長 

佐
伯
地
区
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長 

連
合
佐
伯
地
協
事
務
局
次
長 

佐
伯
地
区
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長 

       

　
２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
南
部

労
福
協
06
年
度
通
常
総
会
の
開
催

に
先
立
ち
、
昨
年
秋
の
連
合
大
会

で
連
合
会
長
を
退
任
さ
れ
、
中
央

労
福
協
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
笹

森
清
氏
を
講
師
に
、『
今
日
の
情

勢
と
私
た
ち
の
役
割
』
と
題
す
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
代
議
員
に
大
分
県
労
福
協

か
ら
の
特
別
聴
講
者
７
名
（
県
労

福
協
幹
事
）
を
加
え
た
55
名
の
参

加
者
で
開
催
さ
れ
、
笹
森
会
長
か

ら
は
、
連
合
事
務
局
長
・
会
長
時

代
の
活
動
経
験
を
ベ
ー
ス
に
、

労
働
組
合
の
役
割
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
触
れ
、「
労
働

組
合
は
現
場
の
問
題
を
直
視

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
正
社

員
で
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に

守
ら
れ
た
人
達
だ
け
を
対
象

に
す
る
労
働
運
動
で
は
な
く
、

企
業
別
組
合
、
産
業
別
組
合

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を

果
た
し
つ
つ
、
と
り
わ
け
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

連
合
は
、
社
会
運
動
を
や
る

シ
ス
テ
ム
に
取
り
替
え
て
い

か
ね
ば
役
割
は
果
た
せ
な

い
」
と
、
予
定
時
間
を
超
過

し
、
終
始
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。 



(3)　第 67 号 2006年３月１日 

　
１
月
27
日
、
理
事
16
名
・
監
事

２
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
５
年
度
の
第
４
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
会
議
開
催
状
況
報
告
、
②
共
済

事
業
の
進
捗
状
況
、
③
介
護
事
業

の
進
捗
状
況
、
に
つ
い
て
の
報
告

を
行
い
、
全
員
異
議
な
く
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
事
項
で
は
、
①
理
事
の
変

更
、
②
２
０
０
６
年
度
の
調
整
政

策
定
員
数
、
③
２
０
０
６
年
度
４

月
人
事
異
動
方
針（
案
）、
④
２
月

以
降
の
共
済
事
業
の
推
進
活
動
、

⑤
介
護
事
業
の
活
動
計
画
、
⑥
そ

の
他
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
い
全

員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

        

　
全
労
済
で
は
２
０
０
５
年
度
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
２

０
０
６
年
全
労
済
環
境
活
動
助
成
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
全
労
済
が

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
環
境
諸

課
題
へ
の
取
り
組
み
は
協
同
組
合

ら
し
い
意
義
あ
る
活
動
と
し
て
大

き
な
評
価
を
得
て
き
て
お
り
、
今

後
も
環
境
に
係
わ
る
活
動
を
継
続

的
に
、
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
環
境
問
題
の
改
善
の
一
助
と

な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

協
力
団
体
・
組
合
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
組
合
員
組
織
に
よ
る
自
発
的
な

環
境
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

国
内
で
活
動
す
る
市
民
団
体
等
を

対
象
に
広
く
全
国
か
ら
応
募
団
体

を
募
集
し
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
３
月
か

ら
の
募
集
に
あ
た
り
、「
２
０
０

６
年
全
労
済
環
境
活
動
助
成
」
の

実
施
概
略
に
つ
い
て
、
下
記
の
と

お
り
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
応
募
要
項
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、 

全
労
済
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

w
w
w
.ze
n
ro
sa
i.o
r.jp
/e
c
o
 

を
ご
参
照
下
さ
い
。 

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、 

全
労
済
大
分
県
本
部
推
進
企
画
課 

�（
０
９
７
）５
４
８
ー
６
０
３
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

①
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動 

②
生
活
の
中
で
環
境
負
荷
を
減
ら

　
す
活
動 

③
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
に
関
す
る
活
動 

※
地
域
住
民
の
参
加
を
促
し
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
再
生
に
つ
な
が

　
る
よ
う
な
活
動
を
重
視
し
ま
す
。 

※
地
域
に
密
着
し
継
続
し
て
取
り

　
組
む
活
動
を
重
視
し
ま
す
。 

※
日
本
国
内
で
実
施
さ
れ
る
活
動

　
に
限
り
ま
す
。 

 

全
労
済
の
協
力
団
体
・
組
合
員
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
団

体
等 

 

助
成
総
額
の
上
限
は
、
３
０
０
０

万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
助
成

枠
は
下
記
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

①
活
動
助
成 

　
１
団
体
に
対
す
る
助
成
上
限
額

　
30
万
円 

②
特
別
助
成 

　
１
団
体
に
対
す
る
助
成
上
限
額

　
100
万
円 

　
（
特
別
助
成
に
つ
い
て
は
、
２

　
年
以
上
の
活
動
実
績
を
有
す
る

　
団
体
が
対
象
） 

※
助
成
対
象
は
申
請
の
対
象
と
な

　
る
活
動
総
費
用
の
７
割
ま
で
で

　
す
。
残
り
３
割
に
つ
い
て
は
、

　
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、

　
活
動
規
模
等
に
応
じ
て
助
成
枠

　
の
種
別
を
ご
検
討
下
さ
い
。 

 

２
０
０
６
年
８
月
１
日
〜
２
０
０

７
年
７
月
31
日
に
実
施
す
る
活
動

が
対
象
で
す
。 
 

外
部
有
識
者
、
学
識
経
験
者
等
で

構
成
さ
れ
る
審
査
委
員
会
で
、
厳

正
な
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。 

 

２
０
０
６
年
７
月
上
旬
頃
に
全
応

募
団
体
へ
文
書
に
て
通
知
致
し
ま

す
。 

 

所
定
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

付
の
う
え
下
記
宛
先
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。 

《
応
募
書
類
提
出
先
》 

〒
１
５
１
ー
８
５
７
１ 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
ー
12
ー
10 

全
労
済 

経
営
企
画
部
内 

環
境
活
動
助
成
事
務
局
宛 

※
申
請
書
は
全
労
済
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.zenrosai.or.jp/eco 

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

※
必
要
な
添
付
書
類
は
、
①
定
款
、

　
会
則
等
の
規
定
、
②
役
員
名
簿
、

　
③
決
算
書
（
直
近
１
年
分
）、

　
④
活
動
内
容
が
わ
か
る
パ
ン
フ

　
レ
ッ
ト
、
機
関
紙
、
写
真
等
の

　
４
点
で
す
。 

 

２
０
０
６
年
３
月
１
日（
水
）〜 

４
月
21
日（
金
）必
着 

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http
://w
w
w
.ze
nro
sai.o

r.jp
/e
co
 

を
ご
参
照
下
さ
い
。 
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２
０
０
６
年
１
月
27
日（
金
）

ソ
レ
イ
ユ
３
Ｆ
「
牡
丹
の
間
」
に

お
い
て
、
２
０
０
５
年
度
第
４
回

理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次
の
通

り
で
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

か
た
し
ま
台
団
地
の 

  

販
売
活
動 

 

　
３
月
に
建
売
住
宅
が
１
棟
完
成

致
し
ま
す
の
で
、
完
成
見
学
会
を

実
施
し
ま
す
。 

・
建
売
住
宅 

　
価
格
３
０
、７
４
０
、０
０
０
円 

（
予
定
） 

・
建
物
面
積 

　
１
２
５
、０
４
㎡（
３
７
、８
２
坪
） 

・
土
地
面
積 

　
２
１
７
、０
７
㎡（
６
５
、６
６
坪
） 

   

融
資
事
業
の
整
理 

 

　
厚
生
年
金
転
貸
融
資
事
業
は
１

９
７
８
年
に
事
業
を
開
始
し
、
最

高
時
95
億
円
の
貸
付
実
績
を
挙
げ

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済

不
況
の
影
響
か
ら
延
滞
者
が
増
加

し
、
１
９
８
８
年
に
は
新
規
貸
付

を
中
止
し
て
債
権
回
収
を
主
業
務

に
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
に
つ
い
て
は
不
良
債
権
の
比
率

が
益
々
高
く
な
り
、
赤
字
額
の
増

加
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日

立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
会
社
に

債
権
譲
渡
を
行
い
、
事
業
の
整
理

を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

   

当
面
の
取
組
計
画 

 

■
住
宅
課 

●
か
た
し
ま
台
団
地
の
販
売
活
動 

◎
建
売
住
宅
完
成
販
売
会 

・
３
月
11
日（
土
）〜 ３

月
26
日（
日
） 

・
５
月
を
予
定 

●
そ
の
他
団
地
の
販
売
活
動 

◎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン「
ゆ
め
が
丘
」団
地 

　
10
区
画
、
平
均
69
坪 

◎
プ
リ
モ
タ
ウ
ン「
に
じ
が
丘
」団
地 

　
４
区
画
、
平
均
65
坪 

●
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業 

◎
各
種
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
受
注

　
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

■
旅
行
セ
ン
タ
ー 

　
旅
行
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月
〜

５
月
に
か
け
て
下
記
の
受
注
・
販

売
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。 

◎
各
職
場
・
組
合
に
お
け
る
、
大

　
会
・
集
会
・
会
議
・
職
場
旅
行
・

　
出
張
等
の
宿
泊
、
会
場
、
切
符
、

　
お
食
事
の
受
注
活
動
。 

◎
春
の
催
事
の
受
注
〜
歓
送
迎
会
、

　
親
睦
会
、
同
窓
会
、
レ
ク
レ
ー

　
シ
ョ
ン
等
の
会
食
・
宿
泊
受
注

　
活
動
。 

◎
「
春
の
東
京
ス
ペ
シ
ャ
ル
２
・

　
３
日
間
」
等
の
格
安
航
空
パ
ッ

　
ク
商
品
の
販
売
活
動
。 

春の歓送迎会シーズン到来です。それぞれの思いを胸に、新しい旅立ち。 
労組主催の各種会議・同窓会・親睦会・記念パーティ・レクレーション活動etc。 
漢字の皆様、総合生協旅行センターが協定旅館・賛助店共々お手伝いいたします。 
春の催事は、ぜひ、総合生協旅行センターへご用命ください。 

TEL097-548-5515
旅行センター本店 

県北地区／ 
県南地区／ 
久大地区／ 

＊上記時間以外は、旅行センター本店へお問い合わせください。 

TEL090-1875-6485 
TEL090-7169-9518 
TEL090-9567-9901

（営業時間 10：00～16：00） 
（営業時間 10：00～16：00） 
（営業時間 10：00～16：00） 

〒870-0035　大 分 市 中 央 町 4 - 1 - 3 2 
TEL（097）548-5515  FAX（097）548-5551 

総合旅行業務取扱管理者／羽田 元男 

大分県知事登録旅行業第2-40号 

旅行センター 

お申込み 
お問合わせ 
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加入資格 

掛金と保障の概略（60歳加入例） 

●医療扶助共済に１年間以上加入している方 
●発効日の年齢が満40歳から65歳までの共済契約者・配偶者 
●最高満81歳まで保障します（掛金のアップはありません） 

保障の概略 
●入院共済金 
　20口当り日額2,000円保障。1泊2日以上の疾
　病による入院を最高180日間お支払します。 
●手術共済金 
　手術の種類に応じて入院入院共済金日額の5・10・
　20倍をお支払します。 

口数 

２口 

４口 

６口 

19,680円 

39,360円 

59,040円 

年 掛 金  

2,000円 

4,000円 

6,000円 

入院日額 

２万円 

４万円 

６万円 

健康祝金 

１万円・２万円・４万円 

２万円・４万円・８万円 

３万円・６万円・12万円 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

手 術 共 済 金  

２万円～６万円 

４万円～12万円 

６万円～18万円 

（契約年齢に応じて） 

（契約年齢に応じて） 

（契約年齢に応じて） 

死 亡 見 舞 金  口数 

20口 

40口 

60口 

80口 

100口 

330円 

660円 

990円 

1,320円 

1,650円 

月 掛 金  

2,000円 

4,000円 

6,000円 

8,000円 

10,000円 

入院日額 

１万円・２万円・４万円 

２万円・４万円・８万円 

３万円・６万円・12万円 

４万円・８万円・16万円 

５万円・10万円・20万円 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

手 術 共 済 金  

科　　　目 金　　　　　　額 
１．基本財産運用収入 
２．事業収入 
　①共済事業収入 
　　火災共済 
　　医療扶助共済 
　　介護年金共済 
　　冠婚葬祭共済 
　　退職者医療共済 
　②公益事業収入 
３．運用財産収入 
４．貸付金返済収入 
５．特別収入 

当期収入合計 
１．事業支出 
　①共済事業支出 
　　火災共済 
　　医療扶助共済 
　　介護年金共済 
　　冠婚葬祭共済 
　　退職者医療共済 
　②公益事業支出 
２．管理費 
　①人件費 
　②物件費 
　③介護共済移行諸費 
３．固定資産取得支出 
４．退職給与引当金支出 

当期支出合計 
当期収支差額 

前期繰越収支差額 
次期繰越収支差額 

 
 
 

322,400 
315,798,450 
162,576,568 
54,811,185 
33,608,840 

 
 
 
 
 
 
 

63,405 
234,118,781 
147,594,396 
64,790,192 
26,832,561 

 
 

39,935,830 
20,732,295 
20,960,092

8,000,000 
 

567,117,443 
 
 
 
 
 

210,000 
8,557,690 
141,131 

1,691,339 
585,717,603 

 
473,399,335 

 
 
 
 
 

844,200 
81,628,217 

 
 
 

1,000,000 
1,087,800 

557,959,552 
27,758,051 
743,860,222 
771,618,273

科　　　目 金　　　　　　額 
【資産増加額】 
当期収支差額 

役職員貸付金増加額 
【負債減少額】 

退職給与引当金取崩額 
増加額合計 

【資産減少額】 
役職員貸付金返済額 
繰延資産償却額 

ソフトウェア減価償却額 
車輌運搬具減価償却額 
器具備品減価償却額 
車輌運搬具売却額 
出資金売却額 
【負債増加額】 

退職給与引当金繰入額 
減少額合計 

当期正味財産増加額 
前期正味財産額 

期末正味財産合計額 

 
27,482,051 
1,000,000 

 
1,087,800 

 
 

1,641,323 
1,549,800 
2,131,283 
239,717 
422,958 
40,016 
10,000 

 
1,121,260

28,758,051 
 
 

1,087,800 
 

29,845,851 
6,035,097 

 
 
 
 
 
 
 

1,121,260 
 

7,156,357 
22,689,494 
447,757,596 
470,447,090

正味財産増減計算書（2005年6月1日～2005年11月30日） 

収支計算書（2005年6月1日～2005年11月30日） 

日　時 

場　所 

参加者数 

顧　問 

６名 

西田 収弁護士 

2006年2月17日（金）10：00～ 

全労済ソレイユ 

３名 

プロパートナー 

無料法律 
相談会 

無料税務 
相談会 

　
二
〇
〇
六
年
二
月
九
日（
木
）に

大
分
東
洋
ホ
テ
ル
に
て
二
〇
〇
五

年
度
第
六
回
理
事
会
・
第
二
回
評

議
員
会
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。 

　
理
事
・
評
議
員
と
も
に
成
立
定

数
を
満
た
し
て
お
り
、
会
の
成
立

が
確
認
さ
れ
、
議
長
に
嶋
　
副
理

事
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、

二
〇
〇
五
年
度
上
期
事
業
報
告
、

決
算
報
告
及
び
二
〇
〇
五
年
度
下

期
事
業
計
画
等
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

　 
  

　
共
済
事
業
収
入
は
五
億
六
、
七

一
一
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
と

比
べ
て
八
一
三
万
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
共
済
事
業
支
出
は
、
四

億
七
、
三
三
九
万
円
と
な
り
、
前

年
同
期
と
比
べ
て
一
、
三
八
八
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
事
業
外
収
入
は
一
、
〇

三
九
万
円
、
事
業
外
支
出
は
、
二

〇
八
万
円
と
な
り
、
管
理
費
八
、

一
六
二
万
円
を
差
し
引
き
し
、
当

期
収
支
差
額
二
、
七
七
五
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。 

　
収
支
差
額
よ
り
、
当
期
正
味
財

産
の
増
減
を
取
り
込
み
、
当
期
正

味
財
産
増
加
額
二
、
二
六
八
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。 

     

　
県
民
共
済
会
で
は
、
年
二
回
程

度
公
益
福
祉
事
業
と
し
て
無
料
の

法
律
税
務
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
二
〇
〇
五
年
度
第
一

回
目
と
し
て
左
記
の
要
領
に
て
開

催
し
ま
し
た
。 
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生
協
連
合
会
役
員
と
県
行
政
と

の
懇
談
会
が
、
２
０
０
６
年
１
月

20
日（
金
）に
全
労
済
会
館
ソ
レ
イ

ユ
の
７
階 
ロ
ー
ズ
の
間
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
県
よ
り
県
生
活
環
境

部
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課
・

課
長
宮
成
公
則
氏
・
県
民
生
活
係

主
査
・
塚
本
由
美
氏
県
民
生
活
係

主
任
・
大
平
悟
氏
の
３
名
、
県
生

協
連
は
足
立
会
長
を
は
じ
め
13
名

の
理
事
と
日
本
生
協
連
九
州
地
連

事
務
局
の
大
西
雅
人
氏
が
出
席
し

ま
し
た
。 

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
の
も
の
で
、
生
協
と

行
政
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

最
初
に
足
立
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
宮
成
課
長
は
、
あ
い
さ
つ
で

消
費
者
行
政
へ
の
協
力
の
対
す
る

お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
県
内
の
消
費

者
運
動
へ
の
中
核
と
し
て
多
面
的

な
活
動
を
進
め
て
い
る
生
協
に
対

し
て
、
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、「
２

０
０
６
年
大
分
県

予
算
編
成
な
ら
び

に
行
政
執
行
に
関

す
る
要
望
書
」
に

つ
い
て
、
２
０
０

５
年
11
月
30
日
に

回
答
し
た
事
項
の

中
か
ら
、
特
に
、

関
係
す
る
事
項
を

中
心
に
説
明
し
、

災
害
協
定
の
締
結
、

公
民
館
の
使
用
、

消
費
生
活
協
同
組

合
振
興
賃
付
制
度

の
廃
止
、
消
費
者

政
策
や
食
品
安
全

問
題
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
意

見
交
換
と
な
り
ま

し
た
。 

　
出
席
者
か
ら
は
、
公
民
館
の
使

用
の
教
育
委
員
会
に
対
す
る
行
政

の
あ
り
方
、
消
費
者
政
策
や
食
の

安
全
・
安
心
問
題
等
の
意
見
が
出

さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
を
通
じ
て

相
互
の
理
解
は
深
ま
っ
た
こ
と
の

確
信
を
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
塚
本
主
査
よ
り
「
大

分
県
消
費
者
基
本
計
画（
仮
称
）」

の
概
要
に
つ
い
て
、
計
画
案
の
趣

旨
、
計
画
の
基
本
理
念
、
計
画
の

総
合
目
標
、
計
画
の
期
間
、
計
画

の
基
本
視
点
、
計
画
の
位
置
付
け
、

計
画
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
、
こ

の
基
本
計
画
は
、
総
合
目
標
と
し

て
「
21
世
紀
型
消
費
者
の
安
全
・

安
心
な
く
ら
し
の
実
現
」、
基
本

目
標
と
し
て
「
消
費
者
の
安
全
・

安
心
の
確
保
」「
消
費
者
の
自
立

の
た
め
の
基
盤
整
備
」「
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
と
救
済
」
で
あ

る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
生
協
連
合
会
の
役
員
と
マ
ス
コ

ミ
各
社
代
表
（
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
記
者
さ
ん
）
と
の
懇
談

会
が
１
月
20
日（
金
）全
労
済
会
館

「
ソ
レ
イ
ユ
」
の
７

Ｆ
「
ロ
ー
ズ
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
マ
ス
コ

ミ
県
政
記
者
ク
ラ
ブ

当
番
幹
事
社
の
ご
支

援
に
よ
り
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
、

今
日
、
厳
し
い
な
か

に
も
前
進
し
て
い
る

県
下
12
生
協
の
姿
を

見
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
な
る
理
解
と
協
力

を
、
ま
た
、
生
協
に

対
す
る
意
見
や
要
望

を
聞
く
た
め
に
生
協

県
連
の
よ
び
か
け
で

開
い
た
も
の
で
す
。 

　
今
回
の
懇
談
会
は
、

各
記
者
の
み
な
さ
ん
は
大
変
お
忙

し
い
な
か
、
二
つ
の
新
聞
社
と
二

つ
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
４
名
が
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
す
最
初
に
、
足
立
会
長
か
ら

開
催
の
趣
旨
を
ご
理
解
し
、
参
加

い
た
だ
い
た
記
者
の
み
な
さ
ん
に

お
礼
を
述
べ
て
、
県
内
の
生
協
連

運
動
の
方
向
性
と
生
協
活
動
は
大

変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、

県
民
に
支
持
さ
れ
る
運
動
づ
く
り

と
県
民
の
く
ら
し
に
責
任
を
持
つ

努
力
を
さ
ら
に
す
す
め
て
い
く
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
生
協
連
へ
の
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
太
田
専
務
理
事
よ

り
、
県
連
の
構
成
状
況
、
事
業
高
、

組
合
員
数
、
出
資
金
高
、
年
間
活

動
状
況
や
会
員
生
協
を
取
り
巻
く

状
況
の
中
で
の
活
動
を
報
告
し
、

今
後
の
諸
活
動
へ
の
報
道
依
頼
を

行
い
ま
し
た
。 

　
次
い
で
、
懇
談
で
は
自
己
紹
介

で
は
じ
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
よ
り
「
生

協
活
動
へ
の
今
後
経
営
の
あ
り
方
」

「
災
害
協
定
の
取
り
組
み
」
等
の

意
見
交
換
が
あ
り
、
終
了
し
ま
し

た
。 



(7)　第 67 号 2006年３月１日 

　2005年10月からの介護保険制度改定で介護施設の居住費と食費
が原則利用者の自己負担になりました。自己負担は利用者と施設の
契約額、即ち自由料金です。 
　どのくらい引き上げられたのか、NPO法人「特養ホームを良くす
る会」が個室ユニット型特養ホームの居住費・食費の実態を昨年11
月に調査しました。全国の新型特養757施設に調査票を送り、369
施設から回答を得ています。 
　調査結果から居住費への影響を見てみました。特養ホームには、
個室のほか２人部屋や４人部屋などがありますが、居住費がもっと
も高いのはユニット型個室です。調査ではユニット型居住費の平均
は66,766円で、2004年の34,770円に比べ約２倍、国基準の月額
６万円を超えているのは実に141施設と４割近くにもなっています。 
　施設の居住費は、介護保険料区分の所得段階が１～３の低所得者
に配慮して段階別の基準額と自己負担限度額が定められていて、こ
の差額は介護保険制度から補足して施設に支払う補足給付の仕組み
となっています。１～３段階の利用者から基準額を超えて徴収した
場合には、補足給付は行われません。 
　施設からすれば１～３段階では１人６万円が上限となりますが、
４から６段階では契約額がそのまま収入となる仕組みとなっています。
現在、特養ホームの入所者の約80％は１～３段階です。施設では厚
労省の方針もあり、個室化が進められています。 
　個室ユニット化とともに所得による入所者の選別がされないよう
な規制とチェックが必要です。 

　 
  

　
１
月
末
日
、
国
会
の
周
辺
に
「
国

は
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
不
作
為
を

認
め
、
救
済
で
は
な
く
責
任
あ
る

補
償
を
行
え
！
」
と
い
う
被
災
者

や
家
族
、
支
援
者
の
声
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。 

　
昨
年
６
月
の
い
わ
ゆ
る
ク
ボ
タ
・

シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

恐
怖
が
国
民
の
間
に
広
が
り
、
私

た
ち
の
加
盟
し
て
い
る
労
働
者
住

民
医
療
機
関
連
絡
会
議
や
全
国
安

全
セ
ン
タ
ー
加
盟
の
組
織
、
労
働

組
合
な
ど
で
構
成
す
る
石
綿
対
策

全
国
連
絡
会
議
は
10
月
下
旬
か
ら

「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
基
本
法
の
制

定
、
す
べ
て
の
被
害
者
の
補
償
を

求
め
る
請
願
署
名
」
に
取
り
組
み
、

１
月
末
ま
で
に
目
標
の
２
倍
近
い

約
187
万
筆
の
署
名
を
集
め
国
会
請

願
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

大
分
県
で
は
連
合
大
分
を
中
心
に

約
７
万
７
千
筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
「
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）

新
法
」
に
関
し
て
請
願
署
名
の
趣

旨
の
実
現
に
一
歩
で
も
近
づ
く
よ

う
に
と
民
主
党
や
社
民
党
な
ど
と

も
連
携
し
、
国
会
審
議
で
の
修
正

要
求
を
行
い
ま
し
た
が
政
府
は
一

切
の
修
正
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な

く
２
月
３
日
に
成
立
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
今
回
の
法
律
の
み
で

山
積
し
た
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

は
到
底
で
き
ず
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
が
今
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民

的
課
題
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
回
成
立
し
た
法
律
の
問
題
点

を
幾
つ
か
挙
げ
る
と
①
労
災
補
償

と
比
べ
て
も
医
療
費
、
通
院
費
や

遺
族
補
償
な
ど
に
大
き
な
較
差
が

あ
る
。
②
中
皮
腫
・
肺
ガ
ン
以
外

の
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
は
現
時

点
で
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
③

ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
者
に
対
す
る
健

康
管
理
制
度
に
つ
い
て
法
的
対
応

が
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。
④
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
製
品
の
製
造
・
販

売
・
使
用
等
に
関
し
て
は
完
全
な

全
面
禁
止
が
現
実
さ
れ
て
い
な
い
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
新
し
い
法
律
は
、
３
月
末
に
も

施
行
さ
れ
、
各
地
で
救
済
申
請
受

付
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

制
度
全
体
の
不
備
か
ら
様
々
な
混

乱
・
ト
ラ
ブ
ル
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

大
分
で
も
安
全
セ
ン
タ
ー
を
窓
口

に
被
災
者
、
家
族
の
相
談
に
応
じ
、

権
利
や
生
活
を
守
る
た
め
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
法

律
の
効
果
、
妥
当
性
を
検
証
し
な

が
ら
引
き
続
き
「
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
基
本
法
」
の
制
定
を
求
め
る
運

動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

　
勤
労
者
医
療
生
協
で
は
「
虹
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
」
に
初
め
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
日
生
協
の
医
療
部
会
が
１
９

９
７
年
に
提
唱
し
て
８
年
目
に
な

り
ま
す
。 

　
行
動
と
い
っ
て
も
行
き
成
り
の

街
頭
行
動
は
難
し
く
、
２
月
１
日

か
ら
病
院
や
診
療
所
の
窓
口
と
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
時
に
医
療
制
度
改

革
、
税
制
改
正
や
憲
法
９
条
の
こ

と
に
つ
い
て
記
載
し
た
カ
ー
ド
に

職
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
約
２
千

５
百
セ
ッ
ト
を
患
者
さ
ん
や
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
こ
と
で
、
患
者
さ
ん

か
ら
「
ど
う
し
た
ん
か
い
」「
糖

尿
や
か
ら
女
房
に
持
っ
て
帰
る
ワ
」

「
生
ま
れ
て
初
め
て
も
ろ
う
た
」

な
ど
と
反
響
は
ま
ず
ま
ず
で
し
た
。 

　
そ
し
て
、
医
療
制
度
改
革
や
税

制
改
正
問
題
、
平
和
・
憲
法
改
正

に
つ
い
て
の
訴
え
が
書
か
れ
た
カ
ー

ド
に
も
真
剣
に
目
を
通
し
て
い
ま

し
た
。
在
宅
利
用
者
の
方
も
思
い

が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
で
医
療
生
協
の

活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
で
き
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
思
い

切
っ
て
街
頭
へ
飛
び
出
す
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 
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第
二
回
ろ
う
き
ん
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
を
以
下
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、
第
一
回
大
会
と
し

て
初
め
て
の
開
催
で
し
た
が
、
参

加
者
も
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
統
一
し

た
本
格
的
な
チ
ー
ム
か
ら
親
子
で

参
加
し
た
家
族
チ
ー
ム
、
女
性
の

み
で
参
加
し
た
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー

ム
等
、
様
々
な
四
十
八
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
二
日
間
の
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
大
い

に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
試

合
に
は
参
加

チ
ー
ム
の
同

僚
、
家
族
、

恋
人
等
の
応

援
団
も
集
ま

り
、
大
会
を

更
に
盛
り
上

げ
て
い
た
だ

き
、
参
加
者

か
ら
も
次
年

度
継
続
開
催
へ
の
大
き
な
期
待
を

寄
せ
ら
れ
終
了
し
ま
し
た
。 

　
二
〇
〇
六
年
度
開
催
は
、
昨
年

度
の
参
加
者
の
声
を
生
か
し
た
開

催
に
向
け
て
、
昨
年
度
以
上
に
盛

り
上
が
っ
た
大
会
を
目
指
し
て
大

分
県
本
部
推
進
委
員
会
主
催
と
し

て
実
行
委
員
会
組
織
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
組
織
か

ら
多
く
の
参
加
チ
ー
ム
の
お
申
込

み
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
当
日
の
応
援
団
の
来
場

も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

  

開
催
要
項 

●
開
催
日 

　
二
〇
〇
六
年
四
月
八
日（
土
） 

〜
四
月
九
日（
日
） 

●
開
催
時
間 

・
午
前
の
部
（
十
二
チ
ー
ム
） 

　
八
時
三
〇
分
〜
十
二
時
三
〇
分 

・
午
後
の
部
（
十
二
チ
ー
ム
） 

　
十
二
時
四
五
分
〜
十
六
時
四
五
分 

※
八
・
九
日
共
、
同
時
刻
で
す
。 

●
開
催
場
所 

　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
分
二
〇
〇
二 

　
大
分
市
田
尻
四
七
九
番
地 

●
参
加
者 

　
四
八
チ
ー
ム
ま
で 

　
一
チ
ー
ム
登
録
　
七
〜
十
二
名 

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。 

●
参
加
資
格 

　
原
則
、
労
金
会
員
と
し
ま
す
。 

●
参
加
費 

　
一
チ
ー
ム
　
一
万
四
千
円 

※
傷
害
保
険
料
込
み 

●
景
品 

　
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
に
多
数
用
意
し

　
て
い
ま
す
。 

  

参
加
応
募
方
法 

●
募
集
締
切
り
日 

　
二
〇
〇
六
年
三
月
十
日
（
金
） 

●
応
募
受
付
場
所 

　
労
金
の
各
支
店
窓
口 

●
お
問
合
せ
先 

　
「
実
行
委
員
会
事
務
局
」 

　
�

〇
九
七
ー
五
三
六
ー
二
八
四
〇 

　
労
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

　
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

2005年4月9・10日  第1回大会 


